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晴れの門出を迎えた新成人

郷土で新たな一歩を踏み出す
　新成人にとって、大人の社会への仲間入りを自覚するための成人式。
　人生の節目を迎えたこの日、知内町ではそれぞれの思いを胸に込めた、37 名が出席しました。

　
平
成
31
年
知
内
町
成
人
式
が

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
37
名
の
新
成
人
が
大
人

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
始
め
に
出
席
者

全
員
で
町
民
憲
章
を
朗
読
。
次

に
大
野
町
長
が
「
ふ
る
さ
と
知

内
は
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
積
極
果
敢
に
施
策
を
展
開

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
飛
躍
発

展
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん

の
若
い
力
と
行
動
力
が
必
要
不

可
欠
。
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
伊
藤
町
議
会
議
長
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
色
々
な
経
験
を
す

る
と
思
う
が
、
時
間
だ
け
は
取

り
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
早
い
う
ち
に
理
想
と
す

る
大
人
像
を
自
分
の
頭
の
中
に

描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
充
実
し
た
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
成
人
宣
言
で
は
、
花
田
大
輝

さ
ん
と
中
村
乃
々
佳
さ
ん
が

「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

郷
土
知
内
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力

強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
式
典
終
了
後
は
、
成
人
式
実

行
委
員
会
の
企
画
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
。

　
成
人
自
己
紹
介
で
は
、
こ
れ

か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
学

生
、
就
職
が
決
ま
っ
た
学
生
、

ま
た
は
す
で
に
働
い
て
い
る
社

会
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
つ
い
て
、
壇
上
で
近
況
を
報

告
す
る
と
、
久
し
ぶ
り
に
再
会

す
る
同
級
生
の
話
に
時
折
笑
い

が
起
き
る
な
ど
、
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
新
成
人
た
ち
の

幼
い
頃
の
写
真
が
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
紹
介
さ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
昔
の
思
い
出
を
懐
か
し

む
と
と
も
に
、
人
生
の
節
目
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
感
謝
や
決
意
を
胸

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
築
き

あ
げ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
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news&topicsまちの話題

今は色々掛け持ちして働い
ています。
いっぱいお金を稼いで、幸
せになりたいと思います。
頑張ります。

実行委員　西山　唯

青森の保育の学校に通っていま
す。来年は親がいない子や虐待
されている子の施設にいくの
で、子供たちのためになるよう
な支援をしていきたいです。

和田　潤

今は函館高専に在学していて春
には高専の専攻科に進学しま
す。進学させてもらった以上、
これからも勉学に励み、英語に
力を入れていきたいです。

山本　芽依

今は名古屋の専門学校で楽
器の勉強をしています。2
月に試験があるので、合格
して、春から勤められるよ
う頑張ります。

辻田　栞

知内町の職員として、この町
をより良い町にするために仕
事に励むと共に、立派な社会
人となれるよう頑張っていき
ます。

実行委員　山本　恭輔

今は函館市でクルマ関係の仕
事をしています。今年の目標
はとにかく頑張ることです。
タイヤを探している方はぜひ
お声がけください！

実行委員　松本　亮太

この場を借りて

ひ と
こ と

今年は郵便局に勤めて 3 年
目なので、しっかり自分で仕
事ができるようになって、成
長できる 1 年にしたいなと
思います。

実行委員長　小原 　一真

1

１．町民憲章を朗読する高田響介さん
２．式辞を述べる大野町長
３．成人宣言を読み上げる中村乃々佳さん（左）と花田大輝さん
４．謝辞を述べる村上蓮汰さん
５.　式の最後には全員で知内讃歌を斉唱
６．思い出のスライドショーでは笑いも起こった
７．成人自己紹介
８．自己紹介で述べられたそれぞれの目標などを聴く参加者
９．旧友と一緒に記念撮影
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news&topicsまちの話題

中
学
生
議
員
が
一
般
質
問

知
内
町
中
学
生
議
会

　
中
学
生
が
普
段
感
じ
て
い
る
問
題
を
話
し
合
い
、
町
議
会
議
員
の
仕

事
を
体
験
す
る
「
知
内
町
中
学
生
議
会
」
が
12
月
18
日
、
議
場
で
行
わ

れ
、
知
内
中
学
校
３
年
生
、
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
同
議
会
は
、
同
校
生
徒

が
議
長
や
議
員
、
傍
聴
人
と
な
り
、
自
ら
議
事
を
進
行
し
な
が
ら
町
の

課
題
な
ど
を
町
長
や
教
育
長
へ
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

　
議
員
10
名
が
順
に
登
壇
し
、「
冬
場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
整

備
に
つ
い
て
」
や
「
住
宅
街
の
街
路
灯
の
増
設
に
つ
い
て
」
な
ど
、
暮

ら
し
の
環
境
整
備
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、「
町
内
各
学
校
へ
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
増
員
に
つ
い
て
」「
介
護
体
験
授
業
に
つ
い
て
」
な
ど
、
中
学
生

な
ら
で
は
の
視
点
で
質
問
。
町
長
や
教
育
長
の
答
弁
に
再
質
問
す
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

議会中は活発な意見が多く出された

町
の
発
展
に
寄
与
い
た
だ
き
ま
し
た

知
内
町
顕
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
・
善
行
表
彰
式

功労表彰を受賞した吉田さん（左）と野戸郁子さん
（右）と大野町長（中央左）、伊藤議長（中央右）

善行表彰を受賞した森永さん（左）と齋藤さん（右）
と大野町長（中央左）、伊藤議長（中央右）

　
知
内
町
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
そ
の
ほ
か

各
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
は

町
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方
に
贈

ら
れ
る
「
知
内
町
顕
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
・
善
行

表
彰
」
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
７
名
が
功
労
表
彰

を
、
２
名
が
善
行
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
功
労
表
彰

・
赤
色
功
労
賞

　
野
戸
政
秋
さ
ん
（
消
防
団
員
：
涌
元
）

・
青
色
功
労
賞

　
吉
田
成
三
さ
ん
（
消
防
団
員
・
農
業
委
員
：
森
越
）

　
福
原
保
男
さ
ん
（
消
防
団
員
：
湯
ノ
里
）

　
西
山
淳
一
さ
ん
（
消
防
団
員
：
中
ノ
川
）

　
城
地
秀
樹
さ
ん
（
消
防
団
員
：
重
内
）

　
野
戸
郁
子
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
：
涌
元
）

　
佐
藤
暁
樹
さ
ん
（
社
会
教
育
委
員
：
小
谷
石
）

　
野
戸
政
秋
さ
ん
は
消
防
団
員
と
し
て
40
年
以
上
、

吉
田
さ
ん
、
福
原
さ
ん
、
西
山
さ
ん
、
城
地
さ
ん
は

30
年
以
上
勤
続
し
、
町
の
防
災
の
た
め
、
吉
田
さ

ん
、
野
戸
郁
子
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
は
各
委
員
と
し
て

長
年
、
町
の
農
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
教
育
の
発
展

に
寄
与
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は

現
在
も
更
な
る
向
上
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
善
行
表
彰

　
森
永 

勉
さ
ん
（
森
越
）　

　
齋
藤
建
設
株
式
会
社
（
函
館
市
）

　　
善
行
表
彰
に
は
町
の
公
益
の
た
め
１
０
０
万
円
以

上
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
２
名
が
受
賞
。
森

永
さ
ん
は
町
の
産
業
振
興
に
向
け
た
資
金
と
し
て

１
０
０
万
円
を
寄
付
。
町
は
地
域
産
業
担
い
手
セ
ン

タ
ー
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

齋
藤
建
設
株
式
会
社
は
重
内
の
旧
社
屋
用

地
３
，
２
８
０
㎡
を
町
に
寄
付
。
本
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

店
舗
用
地
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
１
月
５
日
に
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
野
町
長
か
ら
表

彰
状
と
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
表
彰
式
出
席
者
の
み
）

【その他の質問事項】
・雪を活用した雪祭りの開催について
・みんなの憩いの場となるカフェの設置について
・バイオマス発電施設の設置について
・サマーカーニバル in 知内の２日間開催について
・買い物利便向上のために移動販売車を増やしてほしい
・コープさっぽろのテナントスペースについて
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会
話
は
英
語
の
み
を
基
本
と
し
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
英
語
力
を
高
め
る
と
同
時
に
、
留
学
生
と

の
交
流
で
外
国
の
文
化
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
知
内
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
が
１
月

11
日
と
12
日
の
２
日
間
、
知
内
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
同
校
の
生
徒

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
両
日
合
わ
せ
て
）

　
同
キ
ャ
ン
プ
は
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
の
留
学
生
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
日
本
人
学
生
な
ど
４
名
と
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
通

し
て
交
流
。
留
学
生
と
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
己
紹
介
後
、

昼
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
食
材
や
道
具
、
切

り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
教
え
合
っ
た
り
、
趣
味
の
話
で
盛
り
上

が
る
様
子
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
出
身
国
（
米
国
、

エ
ジ
プ
ト
、台
湾
）
で
の
”
い
た
だ
き
ま
す
”
の
言
い
方
を
教
わ
り
、

そ
の
言
葉
の
合
図
で
昼
食
を
と
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
翌
日
に
は
お
菓

子
作
り
も
実
施
。
中
学
生
は
積
極
的
に
英
語
を
話
し
、
留
学
生
も
知
っ

て
い
る
日
本
語
や
易
し
い
英
語
を
使
い
、
お
互
い
を
思
い
や
り
な
が

ら
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

持っている英語力を発揮

イングリッシュキャンプ

会話が弾んだ昼食

知内小学校から２名が入賞

緑化活動啓発作品コンクール
　

森
林
や
緑
の
大
切
さ
、
緑
化
活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緑
化
活
動
啓
発
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」の
ポ
ス
タ
ー
原
画
小
学
生
の
部
門
で
、知
内
小
学
校
の
髙
橋 

雫
さ
ん（
５
年
）が
奨
励
賞
を
受
賞
。

ま
た
、同
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
44
回
全
国
育
樹
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
兼
ね
て
お
り
、片
山 

星
さ
ん（
同

６
年
）
は
全
国
育
樹
祭
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
全
道
か
ら
58
作
品
の
応
募
が
あ
る
中
受
賞
し
た
高
橋
さ
ん

は
「
自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
ビ
ッ
ク
リ
。
新
し
い

植
物
が
生
ま
れ
た
シ
ー
ン
を
描
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
片
山

さ
ん
は
「
全
国
で
の
表
彰
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続

で
の
受
賞
な
の
で
と
て
も
嬉
し
い
。
次
は
も
っ
と
リ
ア
ル
に

木
を
描
き
た
い
で
す
」
と
次
作
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
1
月
17
日
に
は
同
校
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
渡
島

総
合
振
興
局
西
部
森
林
室
の
神
馬
昭
男
室
長
か
ら
二
人
に
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
11
年
連

続
の
入
賞
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

記念撮影をする神馬室長（右）と小野校長
（左）、片山さん（中央左）、高橋さん（中央右）

news&topicsまちの話題

女
性
だ
け
の
お
祭
り

十
七
夜
講

　
女
性
た
ち
が
家
内
安
全
や
安
産
を
祈
願
す
る
十
七
夜

講
が
１
月
17
日
、
雷
公
神
社
で
行
わ
れ
、
町
内
の
女
性

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
は
毎
年
１
月
17
日
に
行
わ
れ
、
樹
齢
７
０
０

年
の
神
木
「
姥
杉
」
に
乳
房
に
似
た
こ
ぶ
が
あ
り
、
母

乳
の
出
に
悩
む
女
性
な
ど
が
願
掛
け
に
訪
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
女
性
だ
け
の
お
祭
り
と
し
て
始
ま
っ
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
女
性
た
ち
が
夜
通
し

で
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
家
事
や
子
育
て
か
ら
そ
の
日

だ
け
解
放
さ
れ
る
意
味
合
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

神
前
に
は
う
る
ち
米
と
も
ち
米
を
混
ぜ
た
米
粉
を

練
っ
て
、乳
房
の
形
に
し
た
「
し
と
ぎ
」
が
供
え
ら
れ
、

大
野
格
宮
司
が
祝
詞
を
あ
げ
て
、
安
産
や
厄
除
け
、
家

内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
お

神
酒
に
浸
し
た

し
と
ぎ
を
一
口

大
に
分
け
、
参

加
者
た
ち
に
配

り
ま
し
た
。

神前で祈願する参加者


